




別記

1 評定概要
1 構造等
(1)構造、寸法

熱膨張性耐熱シール材は、非硬化型の材料であり、粘着性があるため、両面をはく離

紙で保護しており、その構造及び寸法を図-1に示九

単位 :側

図-1熱 膨張性耐熟シールの構造及び寸法
12)材料

ア 熱膨張性耐熱シール材
0 熱膨張性耐熱シール材の組成

0 熱膨張性耐熱シール材の物理的性質

(ウ)熱膨張性耐熱シール材の充てん量

タイカスールBP

項 口 特 性 値

比 重 125± 025

膨 張 倍 率 2倍以上 (350℃で 10分間カロ熱 )

膨 張 開 始 温 度 約 1∞℃

最 高 膨 張 温 度 約 300t

コネクタの呼び径 熱膨張性耐熱シール材の充てん量

1 6、14、 22 3 6日 以上
28 6 08以 上
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